資料⑦　
学校司書の資質・能力の向上のための研修プログラムの実施・検証
　　　　　　　　　　　　　東京学芸大学学校図書館運営専門委員会司書部会
１）学校司書のための研修プログラムの実施
　一昨年度、本事業の調査研究において司書部会より「専門的知識・技能を向上させるための学校司書研修プログラム」（表①）を提案した。それは、学校図書館ガイドライン(４)学校図書館に携わる教職員等における学校司書の職務の３つの観点「１．学校司書が児童生徒や教員に対して行う間接的支援」「２．児童生徒や教員に対して行う直接的支援」「３．教育目標を達成するための教育指導への支援」に基礎科目を加えた本事業委員の野口武悟教授の案を基にしたものである。

それに基づき、今年度は14科目を学校司書のための研修プログラムとして組み立て、実施した。表の網かけをした箇所が今年度実施した科目である。6月と11月は東京学芸大学主催の公開講座として、7月は学校図書館運営専門委員会司書部会主催の学校司書のための研修（2日間）として、計4日間の日程で行った。プログラムの詳細は表②のとおり。受講者にはアンケートを実施し、各講座の満足度と感想、さらに表①の中で今後、受講したい科目を回答してもらった。
表①　専門的知識・技能を向上させるための学校司書研修プログラム
	
	A
	B
	C

	１
	●図書館概論
「図書館」のめざすもの；図書館の歴史・使命・司書の役割・これからの図書館
	●学校図書館概論
　学校教育と学校図書館の位置づけ　
	●学校図書館活動概論
学校司書の仕事全般　
学校図書館の１年　
― 現場からの報告

	２
	●図書館施設論
　学校図書館を学びの広場に！レイアウトから展示・掲示のコツまで/すべての子ども達を利用対象者と考えた時の図書館づくり
	●図書館情報資源概論
●子どもの本・メディア論
学校図書館の多様なメディアを学ぼう！
	●情報資源組織論
蔵書のつくりかた

	３
	●学校教育概論　　　　　　　●教育方法論
指導要領とカリキュラム/教科教育法/子どもにとっての主体的な学びとは
	●発達心理学
子どもの発達段階と学ぶ意欲の相関関係/読書の与える影響/特別な支援を要する子ども達への対応
	●読書推進活動論
子どもと本を結ぶ手立てを学ぶ：おはなし/ブックトーク/読み聞かせ/読書会/リテラチャーサークル/アニマシオン

	４
	●図書館情報技術論
コンピュータ管理のしくみがわかる　　　　　　　　　　　　　　
	●情報サービス論　　　　　　●利用者ガイダンス論　
レファレンス力を高めるためのスキルアップ
	●情報リテラシー育成支援論
探求的な学びのプロセスと学校司書による支援/評価のありかた

	５
	●学校図書館連携・協働論
　小学校編
●特別活動支援論　
教員による学校図書館活用の実際　
	●学校図書館連携・協働論
　中高編
●特別活動支援論　
教員による学校図書館活用の実際　
	●学習指導支援論
学校図書館データベースの活用から読み取る学習指導支援


●の科目名は、専修大学野口武悟教授の司書養成カリキュラム案を参考とした
表②　平成30年度実施　学校司書研修プログラム内容
＜東京学芸大学公開講座「学校司書入門講座Ver.9；使える学校図書館を作ろう！」＞　主催：東京学芸大学
	平成30年6月23日（土）　　東京学芸大学附属小金井中学校　

	2- B 図書館情報資源概論
3- A 学校教育概論
	教育学図書出版の現場から
	講師：東京学芸大学
教授　藤井　健志

	3-C 読書推進活動論
	子どもと本を結ぶ手立て
1附属世田谷小学校で取り組み
2おはなし
3よみきかせ
4音楽ブックトーク
5児童・生徒を図書館に誘う手立て
	講師：前附属世田谷小学校
司書　吉岡　裕子
附属竹早小中学校
司書　岡島　玲子
　　　附属大泉小学校
司書　富澤　佳恵子
　　　附属高校
司書　岡田　和美
　　　附属小金井中学校
司書　井谷　由紀

	3-C 読書推進活動論
	ミニワークショップ
リテラチャーサークルを体験！
	講師：附属世田谷小学校
司書　金澤　磨樹子


＜学校司書のための研修＞　主催：東京学芸大学 学校図書館運営専門委員会 司書部会
	平成30年7月30日（月）　　東京学芸大学附属世田谷小学校　メディアルーム

	3- B　発達心理学
	特別な支援を必要とする子どもたちへの対応
	講師：専修大学
教授　野口　武悟氏

	3- B　発達心理学
	子どもを取り巻く現状
	講師：専修大学
教授　野口　武悟氏

	4-A　 図書館情報技術論
	研修動画をアップしてみよう
	講師：有限会社　風夢
　　　橋本　健志氏


＜学校司書のための研修＞　主催：東京学芸大学 学校図書館運営専門委員会 司書部会
	平成30年7月31日（火）　　東京学芸大学附属世田谷小学校　メディアルーム

	5-A ・5-B学校図書館連携・協働論
小学校編・中学校編
	国語教育の現場から。学校図書館との協働で生まれた授業について
	講師：附属世田谷小学校
教諭　清水　良
講師：附属世田谷中学校
司書教諭　渡邉　裕

	3- A　教育方法論
	国語科において学校図書館に果たす役割

※新指導要領を中心に
	講師：東京学芸大学
教授　中村　和宏


＜東京学芸大学公開講座「学校司書応用講座Ver.7；授業に活かす学校図書館」＞　主催：東京学芸大学
	平成30年11月17日（土）　　東京学芸大学附属国際中等教育学校　総合メディアセンター

	3- B発達心理学

	教育心理学講座・教室における「気になる子どもたち」の理解と支援にために
	講師：東京学芸大学
教授　杉森　伸吉

	4-C情報リテラシー育成支援論5-B学校図書館連携・協働論
中学高校編
	国際バカロレア教育（ＩＢ）における探求学習とは
	講師：附属国際中等教育学校
副校長　藤野　智子

	4-C情報リテラシー育成支援論
	ワークショップ：
つなげよう、3冊の本
	講師：附属小金井中学校
司書　井谷　由紀
講師：附属国際中等教育学校
司書　渡邊有理子


２)研修受講者アンケートの分析
　４日間の研修で総数１４１名からアンケートの回答を得ることができた。
　「適していた」「やや適していた」を足すと、どの日も９割以上の評価を得、目標である「肯定的評価７割」を超えることができた。
　特に、昨年度の報告会で事業委員よりご助言いただいた「特別な支援を要する児童・生徒への対応」については、７月に事業委員の野口武悟先生、１１月には大泉小学校長の杉森伸吉先生から講義を受けることができた。受講者の中には、実際に支援学校の先生から相談を受けていたり、外国籍の生徒や文字を読むのに苦労している生徒に対応したりしている方もおり、
「基礎情報として知っておきたい内容だった」
「現状にあった内容。新しい法も紹介され、勉強になった」
「自信のないまま接していたが、具体的な話が聞け、目指すべき道を学べた」
「今日の話を心に留めて対応していきたい」
「教員と連携し、特別な支援を要する生徒への環境整備を計画的に進めていきたい」
などの意見があった。
　もう一つ昨年度の報告会でご指摘のあった「子どもを取り巻く現状」についても、やはり７月に野口先生から講義を受けた。教科書レベルの文章を理解できない中高生の読解力の低さの要因として、家庭の貧困との関連が指摘されており、子どもの家庭環境に左右されずに読書や学びに親しめる環境を、身近なところにいかに整備充実するかが重要である。読書に関しては学校図書館がセーフティーネットになっている子どもがいる。という話から、学校図書館に何ができるのか深く心に留めた受講者も多かった。
また、講義だけでなく、グループ討議やワークショップも設定したが、それに対しては
「普段司書の方と話す機会がないため、交流することで、様々な学びがあった。いつもとは違う視点で考えることを、教えていただいた」という意見もあった。
３)実施の要望が多い研修内容
　受講者には表①から、今後受けたい科目を選んでもらった。
　６月の入門講座では、
２Ａ　図書館施設論(レイアウト・展示・掲示)
２Ｃ　情報資源組織論(蔵書の作り方)
３Ｃ　読書推進活動論(子どもと本を結ぶ手だて　おはなし・ブックトークなど)
など基本的な科目を選ぶ人が多かった。まず、図書館をどう作っていくのか、目の前の児童とどう接していくのか、明日からすぐに役立つ情報として、昨年度・今年度と入門講座では司書の具体的な実例を紹介しており、評価が高かった。
　一方、７月・１１月の中堅司書の要望の多かったものは、
４Ｃ　情報リテラシー育成支援論(探究的な学びのプロセス・司書による支援)
３Ｂ　発達心理学(特別な支援を要する子どもへの対応・読書の与える影響)
４Ｂ　情報サービス論・利用者ガイダンス論(レファレンス)
などであった。
自由記述では、
「学校図書館とＩＣＴ教育」
「新聞やタブレットを使った調べ学習」
「英語やプログラミングなどの新しい教科に向けて学校図書館としてどう対応すればいいのか」
という分野への要望も目立った。教員の参加者からは
「受験や目の前のすぐ成果が見える習い事に重点を置く保護者が多いと感じている。子どもの成長における読書の大切さを納得してもらえるよう、科学や調査に基づいたお話を聞かせていただく機会があれば」
という意見もあった。
　これらの要望を踏まえて、来年度の研修も計画していきたい。
４)研修の配信
最後に昨年度の報告会で「研修会に足を運べない人のため、実施した研修をＷebサイト上で動画配信することを検討したい」と述べたが、今年度は、野口先生の講義の一部をデータベースの管理をお願いしている風夢の橋本さんの御尽力でアップすることができた。また、当日配った資料やパワーポイントもデータベース「司書の学び」に次々とアップしており、司書の学びに貢献できていると思う。

